
●予算（資金ベース） ●収支計画（損益計算書に相当） ●資金計画（キャッシュフロー計算書に相当）

（単位　百万円） （単位　百万円） （単位　百万円）
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収入 収入の部 16,404 17,633 1,229 資金収入 28,170 28,393 223

営業収益 16,241 19,164 2,923 営業収益 16,246 17,446 1,200 業務活動による収入 16,406 17,234 828

医業収益 15,043 17,519 2,475 医業収益 14,972 15,735 763 診療業務による収入 15,043 15,628 585

運営費負担金 1,116 1,116 0 運営費負担金収益 1,116 1,116 0 運営費負担金による収入 1,199 1,199 0

その他営業収益 82 530 448 資産見返負債戻入 79 69 ▲ 10 その他の業務活動による収入 164 407 243

営業外収益 165 193 28 その他営業収益 79 526 447 投資活動による収入 6,204 6,214 10

運営費負担金 83 83 0 営業外収益 158 187 29 定期預金の払戻による収入 6,204 6,104 ▲ 100

その他営業外収益 83 111 28 運営費負担金収益 83 83 0 その他の投資活動による収入 0 110 110

臨時利益 - - - その他営業外収益 75 104 29 財務活動による収入 2,256 2,306 49

資本収入 2,256 2,357 101 臨時利益 - - - 前事業年度からの繰越金 3,304 2,640 ▲ 664

計 18,663 21,715 3,052 支出の部 16,447 16,564 117 28,170 28,393 223

支出 営業費用 16,202 16,306 105 業務活動による支出 15,189 15,326 136

営業費用 15,195 15,439 244 医業費用 15,924 16,000 76 給与費支出 8,031 8,014 ▲ 17

医業費用 14,930 15,147 217 給与費 8,095 7,876 ▲ 219 材料費支出 4,808 4,554 ▲ 254

給与費 7,816 7,676 ▲ 139 材料費 4,371 4,569 198 その他の業務活動による支出 2,351 2,758 407

材料費 4,808 5,019 211 経費 2,458 2,610 152 投資活動による支出 9,223 9,391 168

経費 2,246 2,395 149 減価償却費等 946 892 ▲ 54 有形固定資産の取得による支出 3,016 2,365 ▲ 651

研究研修費 61 57 ▲ 4 研究研修費 54 54 0 定期預金の預入による支出 6,204 5,204 ▲ 1,000

一般管理費 265 292 27 一般管理費 278 306 28 長期性預金の預入による支出 0 1,300 1,300

営業外費用 201 147 ▲ 55 営業外費用 246 258 12 その他の投資活動による支出 2 522 519

臨時損失 - - - 臨時損失 - - - 財務活動による支出 1,068 1,077 9

資本支出 3,854 3,730 ▲ 123 ▲ 43 1,069 1,112 移行前地方債償還債務の償還による支出 835 835 0

建設改良費 3,016 2,896 ▲ 121 0 0 0 その他の財務活動による支出 233 242 9

償還金 835 835 0 ▲ 43 1,069 1,112 翌事業年度への繰越金 2,690 2,600 ▲ 90

その他資本支出 2 1 ▲ 1

計 19,250 19,317 67

（注３）翌事業年度への繰越金 2,600百万円と定期預金残高 5,204百万円との合計が、
　　　　2022年度貸借対照表に記載されている現金預金期末残高 7,804百万円と一致する。

（注）計数は、端数をそれぞれ四捨五入しているため、合計で一致しないものがある。

2022年度（令和４年度）決算の概要
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（注）計数は、端数をそれぞれ四捨五入しているため、合計で一致しないものがある。 （注１）計数は、端数をそれぞれ四捨五入しているため、合計で一致しないものがある。

（注２）投資活動として資金を金融商品で運用しており、内訳は定期預金 5,204百万円、
        長期性預金 1,300百万円、投資有価証券（財投機関債）500百万円、となっている。
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（差替）


